
 
 

    

     

                  

会
計
燃
素
任
用 

 

    
 

  

コ
ロ
ナ
克
服
・
新
時
代
開
拓
の
た

め
の
経
済
対
策

令
和
３
年
11
月

19
日
閣
議
決
定

の
中

公
的
部

門
に
お
け
る
分
配
機
能
の
強
化
等

の
一
つ
と
し
て

看
護

保

育

幼
児
教
育
な
ど
現
場
で
働
く

方
々
の
収
入
の
引
き
上
げ
等

が
出

さ
れ

民
間
部
門
に
お
け
る

春
闘
に
向
け
た
賃
上
げ
の
議
論
に
先

ん
じ
て

保
育
士
等

介
護
・
障
が

い
福
祉
職
員
を
対
象
に

賃
上
げ
効

果
が
継
続
さ
れ
る
取
り
組
み
を
行
う

事
を
前
提
と
し
て

収
入
を
3
％
程

度

月
額
９
０
０
０
円

引
き
上
げ

る
た
め
の
措
置
を

令
和
４
年
２
月

か
ら
前
倒
し
で
実
施
す
る

と
い
う

も
の
で
す

 

  

対
象
者
は

保
育
園
や
放
課
後
ル

等
に
勤
務

職
員

会
計
年
度

任
用
職
員
を
含
む

す

 

 

財
源

は

交
付
金
と
し
て

２
月

９
月
分
は
国
が
出

10
月

以
降
は

保
育
の
公
定
価
格
の
引
き

上
げ
に
よ
り

一
般
財
源
と
し
て

市
に
入
る
事

ま
す

実
施
計
画

月
議
会

出

事
業

実
施

交
付
金

来

 

 

そ
の
為

短
期
間
の
取
り
組
み
と

し
ま
い
ま
し
た

こ
の
間

皆
さ
ん
に

団
結
署
名
を
お
願
い
し

て
き
ま
し
た

 

市
長
交
渉
前
に

筆
の
団

結
署
名
を

月
額
９
０
０
０
円
の
賃

金

・
処
遇
改
善
に
期
待
を
込

め
た
署
名
を
提
出
し
ま
す

と

村

上
福
祉
施
設
支
部
長
よ
り

市
長
に 

 
 

 
 

 
 

 

手
渡
し
ま
し
た

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

市
長
は

処
遇
改
善

は

他
職
種

よ
り
低
い
賃

金
で
あ
る
事

を
前
提
と
し 

て
い
る

常
勤
に
つ
い
て
は

一
般 

職
の
給
料
表
を
使

て
い
て

低
い 

賃
金

と
は
思

い
な
い

地 

域
の
民
間
給
与
水
準
を
踏
ま
え
た
上 

で

近
隣
市
と
の
均
衡
も
考
え

正 

規
職
員
は

賃
上
げ
の
対
象
か
ら
外 

す

と
の
回
答
で
し
た

 

 <

回
答
内
容>

 

保
育
園

放
課
後

身
体
障 

害
者
福
祉
作
業
所
太
陽

親
子
教
室

働

全

会 

計
年
度
任
用
職
員

全

職
種

時
給

程
度

引

上

会
計
年
度
任
用
職
員

来
年
度

一

時
金
引

下

分

月

 

  

組
合
か
ら
は

同
じ
給
料
表
は
使

る

５
級
に
昇
格
す
る
の

は

全
園
で
27
人
の
み
で
あ
る

新

入
職
員
の

号
給
が

行
政

職
と
は
違
う

10
月
以
降
は
公
定

価
格
の
引
き
上
げ
で
国
か
ら
お
金
が

入
る
の
に
そ
の
分
は
何
に
使
わ
れ
る

の
か
？

10
年
以
上
も
欠
員
の
中
で

保
育
を
し

市
の
方
針
と
し
て
謳
わ

れ
て
い
る

支
援
児
保
育
の
充
実

 

 

2022 年 2 月 17 日（木） 
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労
働
者

処
遇
改
善

 



も

職
員
が
来
な
く
て
思
う
よ
う
に

で
き
て
い
な
い

コ
ロ
ナ
の
感
染

拡
大
で

欠
員
の
中

今
ま
で
以
上

に
神
経
を
使
い
疲
れ
て
い
る

等
を

訴
え
ま
し
た

 

皆
さ
ん
の
団
結
署
名
が

処
遇
改

善
の
大
き
な
力
に
な
り
ま
し
た

 

今
回
は

会
計
年
度
任
用
職
員
の

み
の
改
善

こ
の
力
を
春

闘
に

正
規
職
員
の
賃
金 

を
目
指
し
て
い 

き
ま
す

 

署
名
へ
の
ご
協
力 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま 

し
た

 

                       

                            

放課後ルームの要求 

1．放課後ルーム職場で働く全ての職員を対象

に、2022 年 2・3月分として 18,000 円（9,000

円×2 ヶ月）を年度内に支給すること。 

2．放課後ルーム職場で働く全ての職員に対

し、2022 年 4 月より月額 9,000 円の処遇改

善を行うこと。 

3．放課後ルーム職場で働く一時金の支給に該

当する職員を対象に、2021 年度人事院勧告

での一時金削減分（0.15 月）を削減しない

こと。 

保育園の要求 

1，保育園職場で働く全ての職員を対象に、2021 年度人

事 

院勧告での一時金削減分（0.15 月）を年度末に補填す

ること。 

2．保育園職場で働く全ての職員を対象に、2022 年 2 月・

3月分として 18,000 円（9,000 円×2ヶ月）を年度内

に支給すること。 

3．保育園で働く全ての正規職員に、2022 年 4月より月

額 9,000 円の特殊勤務手当を支給すること。 

4，保育園で働く全ての会計年度任用職員に対し、2022

年 4月より月額9,000円相当の処遇改善に向けた特段

の配慮を行うこと。 

 

保育園・放課後ルームの要求に対しての一括回答 


